
 

・ 当日、万が一の欠席等の連絡は、６：００～６：３０に学校へお願い 

いたします。 〔円田中 ３３－２０２８〕 

※３日間の様子は、３学年のマチコミグループで 3学年の保護者の方々にお

伝えします。また、次号でもご報告いたします。 

 

 蔵王町立円田中学校 

第 10号 

令和６年 ６月 25日(火) 

文責 教頭 

 いよいよ修学旅行  

◇６月２６日（水）～２８日（金）３学年「修学旅行」行ってきます！ 

 明日から２泊３日で関東方面へ修学旅行へ行ってきます！ 修学旅行３日目には、地域学習の一環で

蔵王町のＰＲ活動を池袋で行ってきます。6月２０日(木)に、役場の農林観光課の方を講師に招き、改め

て蔵王町について学び、ＰＲポイントや方法などについてお話いただきました。その後、会場に現れた

「ざおうさま」に歓声をあげながら、池袋で配布する物も準備しました。 

準備しながら、3年生の表情はみんな笑顔で、押さえきれないわくわく 

感に包まれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２６日（水） ６月２７日（木） ６月２８日（金） 

6：40 円田中学校集合 

7：00 円田中発（バス） 

7：40 白石蔵王駅着 

8：21 白石蔵王駅発 

  |（新幹線） 

10：01 上野駅着 

10：30 「上野公園」内班別研修 

～11:50          

12：00 「土古里」にて昼食 

 ～13:00  

13：30 「ルミネ theよしもと」観劇 

～15:45                

16：30 「東京スカイツリー」班別研

修 

～19:15         

  |（バス）  

20：00 ホテル着 

8：00 班別研修に向けて 

班ごとにホテル発 

 

    班別研修 

    ・池袋方面 

    ・皇居方面 

    ・浅草方面  など 

 

14：00 舞浜駅集合 

 

「東京ディズニーラン

ド」 

       班別研修 

 

 

20：30 「東京ディズニーランド」発 

21：00 ホテル着 

 8：45 ホテル発 

 9：30 国会議事堂 

 

11：00 池袋 

 「宮城ふるさとプラザ池袋」前 

にて蔵王町 PR活動 

    班ごとに昼食 

13：00 PR活動終了 

14：06 上野駅発（新幹線） 

15：47 白石蔵王駅着 

16：00 白石蔵王駅発（バス） 

16：30頃 学校到着 

    到着後 帰校式 

17：00 解散 

 

≪学校教育目標≫ 

志を持ち、ふるさとを思い 

学び合い、支え合い、高め合い 

新たな時代を切り拓く生徒の育成 
 

 



 

◇６月１８日（火）防犯教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１２日（金）に PTA主催の保護者向けの研修会を行いますので、ぜひご参加ください。 

 
 

◇６月２１日（金）「蔵王Ｐ・Ｓ・Ｃ締結式」 と その後の「キャンペーン活動」 

   

 

 

 

 

 

 

◇６月２８日（金）2年生も校外学習へ行ってきます！！「震災学習」   

 

 

【ZAO Police Student Cooperation】 

【P：警察】 【S：生徒】 【C：協力】 

警察と地域（生徒）が連携して，ふるさと蔵王町

の「安全・安心なまちづくり」を目指す活動です。

全校生徒が会員です。代表して３年生生徒会役員

が締結式とキャンペーン活動に臨みました。これ

からも住みよいまちづくりの大きな力になって

くれることでしょう。 

震災学習の一環として、仙台市荒浜地区を中心に

訪問してきます。震災の甚大さと復興に向けて歩ん

でいる町の状況を一人一人が確かめ、実感し、防災

意識・減災意識の向上を図ることがねらいです。当

日は語り部ボランティアや現地の方々にお世話に

なります。「語り継ぐこと」が一番の防災です。多く

のことを感じ取り、これからに生かしていける学び

を得てきて欲しいと思います。 

8:15登校・出発式 

9:10円田中出発 

10:00 荒浜地区研修 

11:30 昼食 

12:30 荒浜小学校見学 

13:40 かわまちてらす閖上散策 

15:40 学校到着・帰校式 

 

白石警察署員の方を講師に、ＳＮＳやインターネットのトラブルに巻き

込まれない、また、引き起こさないための心構えやマナー、などの防犯に

ついてお話をいただきました。「現実の世界ではしっかり判断し考えて行

動できること〔人〕でも、インターネットを介すると安易に犯罪に手を染

めてしまったり、トラブルを招いてしまう。インターネットを安全に使う

力が育っていない人も多い。それは子どもに限ったことではない。やった

らどうなるかを、あえてネガティブに考え、自分の情報を他人が見る（見

られる）状況や現状のおそろしさに気付いてほしい。」と。最後には「安易

で軽率な行動が将来の自分を傷つけることのないように」という願いを伝

えていただきました。 

SNS が関与している犯罪とそこに巻き込まれることも多い昨今です。

ふとしたことがきっかけで被害者にも加害者にもなってしまいます。「こ

のくらいいいだろう」という一方的な解釈が、相手を傷つけたり、相手の

怒りを誘うこともあります。２週間ほど前の報道番組内であるコメンテー

ターが、「今は『相手の沸点がどこにあるのか分からない世の中』である」

という話をしていました。今一度、「立ち止まり」「考え」「気付く」こと、

インターネットやＳＮＳの使い方について、また、その中で使われている

言葉について話し合ってみてください。 

 

 


